
2023年度(26期 )事業報告

2023年 6月 1日から2024年 5月 31日 まで

理事長 河野久忠

本年度の事業は、コロナ過で実施できなかったイベント等が概ね復活することが出来ました。7月に福

生七夕祭りが実施されることに伴い、当法人でも屋台の出店を4年ぶりに実施しました。もともと、利

用者が楽しむ場でもありますが、元利用者が近況を聞かせてもらえる場でもあります。今回も、多くの

元利用者が訪ねてきてくれて元気な姿を見せてくれました。また、秋には文化祭も実施し、記念講演

対談では、青少年健康センター に登壇いただき、若者支援の現状と課題に

ついて熱のこもったお話しをいただきました。近年は、ひきこもり支援分野において、一歩間違えると

支援を否定される事象が起こつており、支援の必要性や有効性に関して対談できたのは大変意義の

あるものでした。

1月の能登半島地震に際しては、状況が落ち着いた時点で、ポランティア隊を結成しがれきの撤去

等の作業に2回参加しております。なかなか進まないがれきの撤去等の課題があるので引き続き長

期的な視点で利用者と共にポランティア参加をしていこうとう計画しております。

事業全般的には、大きな変動なく実施することができました。

八王子支所においては、助成金を活用し、高齢化の進む団地において、若者がコラボして活性化を

促していくプロジェクトを推進しております。団地自治会のイベントの手伝いや広報誌の配布等を開始

しています。地域のとの繋がりや若者の定住等が促進できればと考えております。

YSCグローパル・スクール(定住外国人支援事業部)は 2022年度より引き続き、アフターコロナによ

る入国規制の終了、少子高齢化の深刻化に伴う新規来日外国人の急増といつた社会情勢の変化

に対応するため、支援体制をこれまでの 1.5倍に引き上げて緊急的な対応を継続しました。これによ

り、通所。オンラインを併せ、海外にルーツを持つ子どもだけでなく、就労や日本社会への定着支援

を必要とする若者・外国人生活者、難民等、合計 441名に日本語教育・学習、日本で生活するた

めの基本的な知識理解等の機会が提供されました。また、子どもの日本語指導については、4つの

自治体と連携、委託契約を結ぶことで、オンラインを通じて公教育の一環としてYSCの日本語教育

を受講できる取り組みを広げています。

さらに、2020年以降は休眠預金助成を活用し、全国の公益活動を対象として多文化対応推進のた

めの中間支援を実施してきましたが、令和 6年度にはこの活動をさらに発展させ、休眠預金助成資

金分配団体として、海外ルーツ支援に取り組もうとする各地のNPO等へ、資金的支援を伴う伴走を

行ってまいります。今後も海外ルーツ支援のフロントラインとして、共生社会の基盤整備および支援体

制の自治体間格差の是正に貢献できるよう、引き続き活動に取り組んでまいります。

全般的には、安定した状況ではありますが、人手不足による人材確保は苦労している状況が続いて

おります。特に福祉の資格を持つている方の確保が難しい現状があります。採用に関することも含め



て、様々な情報や助言を貫い、そして学習して対応しております。安定した運営が出来る環境整備

が出来るように専門家も交えた形で、課題の整理を実施しました。そこで得た知見も現場に反映でき

るように尽力してまいります。

当年のその他の事業の実施なし



特定非営利活動法人青少年目立援助センター

2023(令和5)年度事業実施報告 (2023年6月 1日～2024年5月 31日 )

事業名 部署名 事業内容
実施
日時

従業
者数
受盃対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(1)青 少年に
不豊校ないし31
きこもり等から
の脱却の機会を
与え、又、集団
生活、共同作業
等の社会参加基
礎訓練の場を提
供するための寮
施設兼生活指導
施設の運営
(2)不登校、
引きこもりて
あつた青少年
が、自立を目指
す一環として就
労体験をする機
会を提供する事
業

【本来事業】
(長期利用
者)

ひきこもり状態にある若者を対象に、寮生活をしながら、生活改善
支援、作業体験、臓揚実習、ダンス等のカルチャー、各種イベント等
様々な活動を通して、個々の抱える課題に共に向き合い、それぞれが
目指す方向 (社会的自立)と定着を個別にサポートする。
また、ひきこもり状態にある子どもを持つこ家族からの櫓:姿をお受
けし、状況に応した対応や情報の提供を行う。

通 年 16名 89.913

実施成果と課題

く成果>
・新規入寮は 3名 (内、家庭訪間を経て入寮した者は 2名 )、 卒察は
3名 .

く課題>
相談の中で訪間や入寮の必要性は十分に感じつつも、金銭的なこと
を理由に断念したり、訪間前の親制さんに担つていただきたい部分に
踏躇されている印象を受けた。また、遠方からの間合せが前年度に比
べ減少した。広報や見せ方の工夫が必要と感した。

事業名 部署名 事業内容
実施
日時

従業
者数
受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(1)青少年に
不豊校ないしヨ|
きこもり等から
の脱却の機会を
与え、又、集団
生活、共同作業
等の社会参加基
礎訓練の場を提
供するための寮
施設兼生,舌指導
施設の運営
(2)不登校、
引きこもりて
あつた青少年
が、日立を目指
す一環として就
労体験をする機
会を提供するま
業

【厚労省委:毛
事業】
若年無業者等
集中訓練等
フログラム
(6か月)

仕事に就いておらず、蒙事も通学もしていない15歳～49歳の者の
うち、週20時間以上の就職に向けた取組みへの意欲が認められる者が
対象.6か月間の合宿生活を通して、職場実習 (OJT訓練)、 資格取
得支援等を実施することで、自信の回復、就膊に必要な基礎的能力の
獲得等を図り、就職に結びつけることが目的。

通年 16名 施設運営
事業に3
まれる.

実施成果と課題

く成果>
・参加者 16名 (内、女性 0名 )
※生活保護受綸者は4名
・内訳は10代 :2名、20代 :8名、 30代 :5名、40代 :1名
・平均年齢は27.5歳

プログラム修了時の状況 (内、7名はプログラム継続中につき除外)
・就晴 :5名
・途中退所 :3名

出身地は都内 8名、都外 3名

く課題>
参加者は前年度から徹増するも、問合せ0見学に繋がるケースも少
なくなく、当該プログラムの有用性や必要性について、関係者・保護
者共関心は高いが、利用に繋がらなかつたケースも。本人への後押し
や対象者の絞り込みについて、賊員の誘導力を高めつつ、プログラム
の必要性や活用の仕方について改めて発信の仕方も考えていきたい。
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特定非営利活動逃人青少年自立援助センター

特定非営利活動法人青少年目立援助センター

事業名 部署名 事業内容
実施
B時

従業
者数
受盃対象者範囲
及び人数

支出額
(千円 )

(3)上 :己
(2)の事業と
して、演物用野
菜の加工事業、
漬物、海産物等
の物品販売及び
乳製品等の製造
販売事業、衣
類・家具等のリ
サイクル商品の
販売及び受託販
売、リサイクル
資源の再商品化
業務及びその受
託業務、清掃及
びハウスクリー

ニング事業及び
その請負事業、
その他 上:己事
業に関連する諸
事業の運営

ハウスクリー
ニング部F5ビ
ツーアシスト

この事業は、ひきこもり、ニート状態にあったち年者及び陣著者を
対象に就労支援を目的とし、ハウスクリーニング事業を実施してい
る。
業務内容はハウスクリーニングにととまらす市内地域会館や老人介
護施設の定期満締の他、一般住宅や賃賞住宅のリフォームも行つてい
る。
他には、ハウスクリーニング事業で培つたノウハウを活かし八王子
市、荒川区若年無業者就労促進事業ハウスクリーニング基礎技術取得
講座を実施している。今年度から新たに公薇財団法人東京しごと財国
の委託を受け障害者向けのビルクリーニング・ビル管理を中0と した
通所型訓練を開始した。一期 2ヵ月間で年度 4回 80請 .

通年 本部寮生5名
合宿型訓練生15
名
ジョフスペース
漉利用者 10名
知的・精神障害
者7名

施設運営
事業に3
まれる。

実施成果と課題

当法人の障害者作業所の利用者を中心ば
~市
丙τ頂5て薫=五T更荻

介護施設の定期清掃を行つている。
通常作業よリワンランク上の作業と位置付け、より実社会に近く、
利用者のモチベーシヨンとなつている。
ハウスクリーニング基礎技術取得講座及び障害者委託訓練ともに定
員割れの状態なので他部署と連携し受講者の獲得をはかりたい。

3

事業名 部署名 事業内容
実施
曰時

従業
者数
受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(4)青少年と
その保護者に対
する相談事業

【本来事業】
相:炎・家庭訪
間

ひきこもり状態の若者の家族等からの相談を受け、置かれた状現7こ:
応した家族としての関わり方や社会資源等の活用方法等を助言する。
また、塚族間のみでの対応が困難な状況など第二者の関わりが必要
なケースにおいて、家族等の依頼により自宅等に訪間する。
当事者ご本人に進路に関する情報提供0家族関係や環境整備等の課
題についての助言を直接的または間捜的に行い、必要に応して適切な
社会資源に繋ぐ.

通年 5名 全国のひきこも
りの課題を抱え
る家族・当事者

86.040

実施成果と課題

公的機関等に10:炎 したが課題解決に至らなかつた結果として当法人
に相談に至る割合が増しており、より困難なかつ複3的な課題を抱え
た状況のケースヘの支援が必要となつている。

事業名 部署名 事業内容
実施
日時

従業
者数
受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円 )

(4)青少年と
その保護者に対
する相:炎事業

セーフティ
ネットあだら
事業

社会参加への一歩を踏み出せないことで、問題を抱えた本人、また
は、ひきこもりを持つ家族で問題を抱えている方への支援を実施して
いる。
活動内容としては、相談支援、支援機関への誘導支援、後追い支援、
出張相談会の実施を行つている。

通年 6名 足立区
80名

相談・家
庭訪間に
含まれ
る。

実施成果と課題

社会参加が困難な利用者に対して、関係機関と連携をしながら定期的
な来所を促して個別相談を実施した。内部での居場所支援に繋ぐケー
スが多くあり、イベントや日々の関わりの中で少しずつ変it`が見られ
る場面が見られている。
課題は新規相:炎を来所相談へと繋ぎされなかつたケースが少なくな
かつた事.相 :炎員の日々の研鑽は元より、外部との連携がスムーズに
図れなかった事なども要因に挙げられる。
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特定非営利活動法人青少年目立援助センター

特定非営利活動法人青少年目立援助センター

事業名 83署名 事業内容
実施
日時

従業
者数
受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(4)青 少年と
その保護者に対
する10:炎 事業

苦年者就労支
援業務委託
(あらかわわ
かもの就労サ
ポートテス
ク)

この事業は15晟から機ね44歳までの苦年無業者に対して、就労に関
する個別相談及びセミ

'―
を実施することにより、む年者の就労を支援

し、安定的な雇用の促進を図ることを目的として実施している。
主な支援内容としては、キヤリアコンサルタント・臨床心理士 。社労士
による専門相談、セミナー実施による活動の基盤作り、GATBやキャリア
インサイトなどの適性検査・適職診断、パソコン検定に向けての指導、ハ
ローワークや関係機関との連携、定着支援等、各人が日かれた状況に応じ
て贈業自立に向けたサポートを行っている。

通年 6名 110名 相談事業
に含まれ
る。

実施成果と課題

く実施成果〉

・ 今年度も年代に合った支援を実施、それぞれの状況・ 特性に応して専門
相談員に誘導、支援強化を図つた。
・ セミす―内容を検討、反響が良かつた物を土台に新バージョンで実施し
た。

く課題>
。新規登録者獲得と、利用者のニーズに合った支援内容の見直しを行ない
就労決定者数を上げていきたい。
・就労意欲喚起に向けてカウンセリング強化を図る。
・専門相:炎員との3例検:寸を密に行うと共に、相:炎員のスキルフップを
行う。
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事業名 部署名 事業内容
実施
B時

従業
者数
受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(4)青少年と
その保護者に対
する相:炎事業

青梅市ひきこ
もり等支援事
業

ひきこもりに関する請演会 :青梅雨丙7万び冒1二r吾Fうτテ課題7目顧蒸「
~~

家族、当事者、支援者に向けた講演会

ひきこもりの状態にある本人や家族のための

'0談

会 iひきこもり状
態の若者の家族等からの格:炎を受け、置かれた状況に応した家族とし
ての関わり方や社会資源の活用方法等を助雪する。

通年 3名 青梅市内のひき
こもりの課題を
抱える家族、当
事者、支援者

相談事業
に含まれ
る。

実施成果と課題

7月 にひきこもりに関する講演会を実施
ひきこもりの状態にある本人や塚族のための相談会

事業名 部署名 事業内容
実施
日時

従業
者数
受苗対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(4)青 少年と
その保護者に対
する相談事業

【多摩市委託
事業】
多摩市i児童
青少年課委託
事業

本事業は、多摩市民向けのひきこもり支援事業です。
本年は、市民向け請演会を一回開催した.

通年 多摩市民 相談事業
に含まれ
る .

実施成果と課題

本年度は、ひきこもり状況の理解と支援の現状石理爾了る罵τ爾 冨会
と元当事者の体験談の二部構成で実施した.:1演会は理事長の が
登壇した。体験談は、当法人の支援を受け自立をした2名が参加し、
ひきこもり状況当時の気持ちから、現在に至るまでの心情の変化を
語ってもらった。第一部の講演会の模様は、多摩市の公式YouTuヒK)
チャンネルで配信されている。
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4
その保護者に対 もり,ホート
する相談事業 ネット

特定非営利活動法人青少年目立援助センター

事業名 部署名 事業内容 実施
日時

従業
者数
受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

この事業は、当事者・象族等から相談に応じるとどもET爾勇I丙蓉
~

に応して適切な相談機関、支援機関の紹介等を行う。
主に電話相談、メール相談、訪間相談、ビフオンライン相談ならび
に年6回の巡回相談、蒙族セミサー・蘭別相談、平B個別相談を実施
し、ひきこもり状態の早期発見につなけ、状況に応して継続的な支援
を行つていく。
【相談活動】
当事者・家族等からの相談に対し、東京都の「提言」に基づき一人
ひとりの状態・状況に応したきめ細やかな支援を行う。
また、具体的課題解決へのアプローチ、つながり続けること目指す
アプローチの両輔を組み合わせた視点を持ち、当事者 。家族等のニー
ズに合わせた適切な相:炎機関、支援機関の紹介、当該機関との有機的
な連携をし、切れ日のない支援にあたることを目的としている。
【多職種専門チームと区市町村ネットワーク構築支援事業〕
相談業務及び区市町村支援業務における困難ケースや専門的な知見
に基づいた助言を要するケースについて、意見や助言を得ることが可
能となる制度を構築 (医療、心理、福祉、法律)する。
また、都が担定する区市町村において、自治体におけるひきこもり
支援に係るネットワークを構築するため、自治体職員等との情報交換
会、事例検討、勉強会を実施する。

数】
1,311人

に含まれ
る。

7

実施成果と課題

解決を目指す&寄り添い続1するの2軸のアフローチをおこなつた。
伴奏支援を伴う相談件数が増加し、電話相談は、昨年度の倍にあたる
4CXD(D件となつた。次年度の課題として次のステップとして訪問やら来
所相談につなけていきたい。

【多朧種専門チームと区市町村ネットワーク構築支援事業】
令和3年度より、ネットワーク構築支援寧業開始.10自 治体と実施
したが、各区市町村によって、ひきこもり支援施策の進捗は異なる。
引き続き、各区市町村のニーズを把握し、困難事例を元になるよう
に、多臓種専P9チームでのケースカンフアレンスをおこない、自治体
にフィードバックをおこない、庁内連携のキッカケになるように働き
かけていく。次年度に向けて、各自治体の現場スタッフが意見交換な
どをおこなう交流会の実施を検討していきたい。

【相談活動】

8
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特定非営利活動法人青少年目立援助センター

事業名 部署名 事業内容
実施
日時

従業
者数
受登対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(4)青少年と
その保護者に対
する相談事業

フリースペー
スわかは

この事業はひきこもつてい・こ
'」

象者が 参加する為の準備、また
はひきこもり防止を目的として実施している。

①学習 :学校や象庭以外の場を提供し、中学生までの勉強範囲で学
校の補習から高校進学支援までの学習のお手伝いをするとともに、そ
れぞれの目的に応した学習を行う.
②居場所 :コ ミュニケーションや対人関係に自信のない万に対し
て、社会性を費う居場所の提供。こ本人のベースで社会参加・体験活
動を実施し、人との関わりを醸成していく。

わかば利用者延べ数は 11件 .

通年 1名 自主予算の為、
範囲無
0名

相談事業
に含まれ
る.

実施成果と課題

現在は利用者が0名 .
生活保護世帯の利用者は見学、体験粋として利用中。
内部での地域若者サポートステーションの利用者や板構区の学習支援
事業などとも連携しながら、社会体験活動やスポーツ交流などを企
画、運営を行つている。
課題は外部からの一般の相談者の受入れ体制が整備できなかつた事。
周知活動についても課題となつている。

9

事業名 部署名 事業内容 実施日時 従業者数
受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円 )

(5)青 少年の
社会的自立に関
する情報提供寧
業

あだち若者サ
ポートステー
ション

15歳から49歳までの苦年無業者を対象として、その就労支援のため
各種相談事業 (スタッフによる個8」面談、キャリアコンサルタントに
よるキャリアカウンセリングなど)、 就職活動に役立つ各種セミ
ナー、さらには、職葉経験の少ない若者に働く現場を体験して買うた
め、職場体験プログラムを用意し利用者に提供している。

通年 6名 登録者
:約 110名

棺談件数
:約 3.100件

#●■●■

実施成果

【相談・セミナー活動】            ~~~
対面での面談・セミナーなどへの参加者も年々増加。スタッフ間て
もあだちサポステとしての日標を共有し動いた年度となつた。新規豊
録者数は伸び、相談件数並びに就臓者等数も伸びる結果となつた。
【ジョフトレ・臓場体験】
社会の中で「多様性を受け入れよう」という風潮に乗ろうとする企
業が増えてきた印象。連携企業が増え業種も広がりを見せてくれるこ
とを願うばかり。

10
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特定非営利活動法人青少年目立援助センター

事業名 部署名 事業内容
実施
曰崎

従業
者数
受盃対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(5)青 少年の
社会的自立に関
する情報提供事
業

いたばしき者
サポートス
テーション

この事業は、関係機関との連携の下、 15歳から49歳で、仕事に就い
ておらず、家事も通学もしていない者のうち、週20時間以上の就職に
向けた取組みへの意欲が認められ、ハローヮークに於いても就職を目
標にし得ると判断した者及びその家族を対象に、各人が置かれた状況
に応して個別に支援を行うことや、課題の所在を正確に把握し、支援
対象者との信頼関係が築かれた専門スタッフによる臓業的自立の実現
に向けた継続的なサポートを行うこと。

通 年 4名 登録者 i69名 情報提供
事業に含
まれる.

実施成果

総利用件数 :2.638件           ~~~~~~
く実施成果>
・広報活動の見直しを行い、インターネット上ての日知方法や板橋区
との協力を得た広報活動に注力した。
・打合せを定期的に実施しプログラムの充実を図つた。
結果、総利用件数の増加に繁がった。
く課題>
・登録者数を増やすため、広報活動の見直し及び板橘区やその他関係
機関との連携強化を行うこと。
・就臓者数を増やすため、利用者のニーズと企業の求人状況を加味し
た職場体験プログラムの充実や0-ト マップの見直しを図ること。

事業名 事業内容 実施曰時 従業者数
受盃対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(5)胃少年の
社会的自立に関
する情報提供事
業

多摩著者サ
ポートステー

ション

15～49歳の言年無業者の就労支援を目的として福生市と八王子市
(サテライト)に相:炎窓0を設置している。
各種相談事業 (直別面談、キャリアカウンセリングなど)、 就職活
動に役立つ各種セミナー (ジ ョフ トレ・ポランティア活動、コミュニ
ケーションセミナー、PCセミナー、職業適性検査.職場定着支援セミ
ナーなど)、 様々な業種の企業での職場体験プログラムを用意し利用
者に提供 .
また、宿泊型の8年無業者等集中訓練ブログラムを6ヶ 月間4回実
施し、地元自治体はもちろん全国から参加できるようオンラインでの
説明会を実施している.

通年 8名 15～ 49歳の無
業者

登録者
:174名
(令和5年度 )

情報提供
事業に含
まれる。

実施成果

6月以降からの新規登録者が減少傾向にあり、前年度から大きく新
規登録者の数字を落としてしまつた。一方で、近隣定崎制高校にて説
明会を行うなど、外部での周知活動を実施するようになり、 10代の
新規登録者の割合が増加した。
就職者数では昨年度少しだけ上回る結果となり、停滞気味の利用者
に対してさまさまなアプローチで動かすことができた結果、意欲が高
まり就活につながつた. α 臓者等数 186名→88名 )

11
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特定非営利活動法人青少年自立援助センター

特定非営利活動法人青少年自立援助センター

事業名 部署名 事業内容 実施曰時 従業者数
受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(5)青少年の
社会的自立に関
する情報提供事
業

′ヽ王子市若年
無業者就労促
進事業

社会的体験や就労体験などの実体験が不足しているために、就労の
意思はあるものの、なかなか就労に結びつかない若者が多い状況にあ
る。そのため、一般就労への準備として、適切な支援及び指導のも
と、就労の経験を積むことができる職場体験・職場実習及び中間的就
労に向けた相:炎支援・セミナーなどを行い、若者が社会的に自立し、
継続的に就労していけるよう支援する。

通年 4名 ′ヽ王子市内在
住・在勤・在学
中の 15歳～39
歳までの者

新規支援対象
者 :130名程度

情報提供
事業に含
まれる。

実施成果

個別相談、就労支援セミナー、職場体験、臓厩戻雪 I~吾酒[里霞ヨ講
座等の就労支援のほか、保護者;10談、学校連携、就臓決定者への臓場
定着支援等を実施した。

事業名 部署名 事業内容 実施日時 従業者数
受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(5)青少年の
社会的自立に関
する情報提供事
業

若者総合相談
センター運営
業務

苦者向けのワンストッフ相談機能を有する若者総合相談センターで
ある。支援の必要な著者に寄り添う伴走的な支援を実施する中で、若
者の悩み事を受け止め、問題の早期発見及び複数の支援機関による多
角的な支援を行うとともに、義務教育以降の若者に対する切れ日ない
支援を実施する事業.

通年 4名 八王子市内在
住・在勤・在学
中の15歳～39
歳までの者及び
その家族等

新規相談者数
200名程度

情報提供
事業に含
まれる.

実施成果

若者やその家族に対する相談、家や学校・臓場以外の第 3の居場所
の提供を実施した。
また、未だリーチできていない層を想定してWob広告による周知活
動を実施した。また、複合的な課題を抱える若者に対応すべく地域支
援者による■門相談を実施した。

事業名 部署名 事業内容 実施
B時

従業
者数
受盃対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(7)日 少年、高
齢者、心身障害者
等に対する移送・

家事・ 18食・清掃
及び生活改彗支
援・就労訓練等の
福祉サービス事業
(8)上記 (7)
の事業として、グ
ループホーム運営
ヨ業、地域生活支
援センター運営事
業、ガイド及び
ホームヘルプサー

ビス提供事業、自
立支援センター運
営事業等の地域福
祉増達のための事
業

グルーフホー
ム事業

グループホーム (滞在型)での生活を望む障害者に対し、日常麗:層
における援助等を行うことにより、障害者の自立生活を助長すること
を目的として実施している。
,年度の新入居者2名、退居者3名。
利用者に対する食事の提供、健康管理・金銭管理の援助、対人関
係・余暇活動の助言等、日常生活に必要な援助を行つた。

通年 26名 長期利用者
男性32名
女性4名

21.181

実施成果と課題

コロナ禍で遅れがらだつた虐待防止・身体拘束禁止など、障害者の
権利廃護に関する体制整備が進んだ。
生活保護を受給していた男性利用者1名が一般就労を果たし、生活保護
から脱した。
成年後見制度利用者の増加や70代の高齢障害者への対応などにて、
地域の関係機関との連携が一層必要になつてきている。
また、新興感染症発生時や大規模災害発生時に法人としてどのよう
に対処するか、業務継続計画の策定が息務となつている。
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事業名 部署名 事業内容
従業
者数
受盃対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

9
含支援法に基づ
く障害者に対す
る就労支援・生
活支援 。相:炎支
援等の事業
(12)リサイ
クル資源の回
収・再利用促進
事業

【本来事業】
ショフスペー
ス勝

この事業は障害者に対して社会生活に必要な硬ラ雨 習彊

`爾
罰[五百
~~

的とし、毎日の積み重ねによってより良い習慣形成や社会生活能力の
向上、社会適応育成し、日立した生活を3頭においた支援を実施して
いる.
具体的には体調管理、整容などの身辺習慣の習得、交通機関の利
用、時間の認識、食事のマナーなど生活習慣の習得、挨拶、言葉遣
い、連絡など基礎的なコミユニケーション能力の習得を目指してい
る。
また、作業を通して、集中力や責任感を高めるとともに、作業従事
を通して働くことの意義や自信を習得することを目標とする。また、
作業技能を会得し就労につなける。作業を通して得た収益は、利用者
に工賃として選元する。

通年 14名 就労移行支援
のべ利用者数
212名

就労継続支援B
型
のべ利用者数
8.214名

82.690

実施成果と課題

・就労移行支援
就力者は1名 となり、6ヶ 月以上定書していることから、基本報酬は
上がつている。
昨年度3月から登録者が0名となつている。9後は、利用者の新規獲
得が難しい状況にあるため、就労継続支援B型から、就労を望むものに
対し、就労移行支援の利用を促していく。

・就労継続支援8型
活動内容の充実や工賃アップに注力し、就労継続支援B型からも積極
的に就労支援を行つている。昨年度3月は登録者が53名 となつてお
り、のべ利用者数も増えている。
人数が増えたことにより、騒がしい等の環境的な課題が出てきてい
る。多種の活動や作業を用意し、分散させていくことで対応していき
たい。また、環境的な配慮を優先した上で工質アップの方法を模索し
ていきたい。

事業名 部署名 事業内容
実施
B時

従業
者数
受壼対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(9)障害者総
ε支援法に基づ
く障害者に対す
る就労支援・生
活支援・相:炎支
援等の事業

障害者就業・

生活支援セン
ターけるん

厚生労働省と東京都からの委託事業。障害のある方、および障害が
疑われる方を対象に就業および生活の支援を行う。面談、作業検査、
臓場実習などを通してアセスメントを行い、支援対象者の適性・能
力・臓業準備性などを把握したうえで、本人の希望に寄り添いながら
安定的な就労および臓場定着ができるように支援を実施する。
医療機関・企業・学校・行政・ アヽローワークなどの関係機関と随時
情報共有と連携を行いながら、地域に根ざした支援ネットワークの構
築と効果的な支援体制の確立を目指している。

通年 6名 センターの登録
者525名及び、
その憲族や在籍
企業の担当者、
関係機関の購員
など

障害者支
援等の事
業に含ま
れる。

実施成果と課題

求職音であってもすぐに就職活動ができる層は少なく丁意弓T露冒頭
問題の解決0生活環境の調整などをして、臓業準備性を整えるところ
から支援が始まるケースが年々鱈力0している。
支援対象者の抱える障害や生活課題が複雑化・多様化することに
よつて、より多くの関係機関との連携が必要となつているため、弓1き
続き地域において支援ネットワークの拡充を図り、多機関それぞれの
役割や嗜門性に応したチーム支援によるケースマネージメントを展開
していきたい.
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特定非営利活動法人青少年目立援助センター

事業名 部署名 事業内容
実施
B時

従業

者数

受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(9)障害者総
合支援法に基づ
く障害者に対す
る就労支援・生
活支援・相談支
援等の事業

中小企業障害
者雇用応援連
携事業

都内に事業所がある障害者雇用率未達 小企業を対象に、電話
やオンライン、訪問等を通して障害者雇用の理念や制度、採用から雇
用管理までの具体的なノウハウ等について普及啓発を行う事業 (東京都
産業労働局からの委託事業)

通年 2名 支援実績 :203
(牛

障害者支
援等の事
業に含ま
れる。

実施成果と課題

令和6年より障害者雇用率の2'5%[=「三Eげられ、週 10時間以上の
特定短時間であつても雇用率に算定できるようになるなど、法改正に
よる様々な影響が予想されるため、企業からの新たなニーズを積極的
に掘り起こし、適切でタイムリーな対応ができるようアプローチして
いきたいと者えている.

事業名 部署名 事業内容
実施
曰時

従業
者数
受釜対象者範囲
及び人数

支出額
(千円 )

(9)陣 害者総
8支援法に基づ
く障害者に対す
る就労支援・生
活支援・相:炎支
援等の事業

精神障害者就
労定着支援事
業

東京都福祉局から委託を受け、下記事業を行つている。
・精神障害者の就労定着支援に関する連絡会を年2回開催し、講演やグ
ループワーク等を実施することで、地域における支援力の向上と多職
種連携を促進する。
・年に4回、外部の有識者を事務局会議に招集し、上記連絡会について
の企画・立案をするとともに、多購種連携を促進するための「連携促
進ツール」を作成するための協議を行う。
・医療連携コーデイネーターを配置し、圏域内の精神科医療機関との
連携体制を構築するとともに、デイケアは員および利用者向けの就労
支援に関する交流プログラムを実施するなど、地域における医療機関
と就労支援機関との連携を促進する .

通年 1名 2αD名ほど 障害者支
援等の事
業に含ま
れる.

実施成果と課題

上8己の事業内容に加えて、精神科医療機関から個別ケースの支援依
頼を受けることが増えており、医療ソーシャルワーカーと連携する場
面が多くなつている.
引き続き地域の実情やニーズに合わせて連絡会や交流プログラムを
企画し、医療連携の促進と支援ネットワークのさらなる拡充に努めて
いきたい.
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11 フ 50
リーサポー
ンター事業

ミ
セ

ヽ

ア
ド
等

0子どもの教育
支援 :324名
0若者・生活者
支援 1117名
●多文化対応推
進支援 l18団体

外

男女共同参画社
会促進事業

特定非営利活動法人青少年目立援助センター

事業援

事業名 部署名 事業内容

【YSCグローバル・ズク=π丹
海外にルーツを持つ子とも・ 著者を対象とした専P3家による日本語
教育・教科学習支援の実施および、2023年度よりこれまで別事業とし
て扱つてきた外国人生活者 (15歳以上の若者・大人で就学以外の進路
を希望する者)向けの就労・定着支援をYSCグ ローバル・ スクール
事業として統合した。また、オンラインを活用した「 NlCOに はん
ご×子ともプロジェクト」を、当初の目的を達成したため、別事業と
して単独名称を廃上し、YSCグ ローバル・ スクールの取り組みとし
て統合し実施した。

【公続活動における海外ルーツ青少年受け入れ体制推進事業 (多文化
対応推進支援】
主に日本人青少年を対象に活動を行つてきた公饉活動団体等を対象
に、海外ルーツの青少年"も

。
その対象として支援を行うことができ

るよう、必要な研修機会や伴走支援を提供することを通して、興生社
会の基盤構築に寄与する事業 .

実施成果と課題

2023年度は2022年度に31き続き、「外国人急増」の社会肩勇 |こ対
応するため、年間想定受入れ人数を、子とも350名/生活者 (著者・
大人)100名に修正して体制を整備し、社会的ニーズに最大限応えら
れるよう尽力した。特に海外ルーツの子ども支援においては、zcκ llに
よるオンライン授業を4つの自治体 (二重県、山口県、東京都羽村
市、愛知県名古屋市)との連携事業として委託契約を締結し実施する
ことができ、自治体間による受け入れ体制格差の解消にも員献した。
2024年度は、新たに複数の自治体と契約を締結し、地方に喜らす、日
本語支援が必要な児童生徒にもYSCによる日本語教育機会を提供でき
る見込みとなつている。
また、中間支援として取り組んできた多文化対応推進支援は、休眠
預金助成事業となつているが、2023年度は特に基盤の弱い地方の海外
ルーツ子とも支援団体への伴走支援に注力し、 48団体にサポートを提
供することができた。
2024年度は、以下の通り活動の方向性や体制を彗備して、新たな共
生社会の基盤づくりに取り組む予定である。
くYSЭグローバル・スクール事業>
東京都足立区に関設していた教室は、足立区内の公的支援機会が十
分に拡充され、また、同辺NR)等による取り組みも安定してきたこと
から、YSCと して一定の役割を果たすことができたと認識し、教室は
閉鎖の上、)3動をオンライン上に集約することで、まだ支援機会が不
足している地方在住の海外ルーツの子ども支援へ集中的に取り組むこ
ととする。尚、東京都福生市に開設している数室では引き続き、周辺
地域から通所希望の子どもたちを受け入れ、「通所支援ならでは」の
価値を追求していく予定である。
く中間支援事業>
2023年度まで休眠預金助成事業として、助成金を受けとり活動を
行つてきた多文化対応推進のための中間支援事業は、2024年度より休
眠預金資金分配団体として、海外ルーツ支援に取り組む他のNЮ 等ヘ
資金的・伴走的支援を提供する側として活動をアップデートする予定
である。これにより、日本社会の今後に必要不可欠となる共生社会の
基盤整備にたいし、YSCと して一層の貢献を集たしていきたい。
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特定非営利活動法人青少年自立援助センター

フ |こ ア トリーチ/ ア

リーサポー
ンター事業

る日常・社会
生活支援事業

男女共同参画社
会促進事業

ヽ
セ

ヽ

ア
ト

等
足立区の被保護
者15歳～39歳
約100名 程度

リーサ
ポートセ
ンター事
業に含ま
れる。

事業名 部署名 事業内容
実施
B時

従業

者数

受盃対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

15歳から39歳で、特に就労阻種層:更:フ:乃5iF西思7:テ
:T:5が
就】霜:厖:履ラテ

乏しいものに対し、就労意欲の醸成と社会適合・社会参加を助長し、
就労又は就学により、受給者及び世帯の自立助長を促進し、円滑な社
会生活の確立を目的とする.

(1)発注者から依頼する支援対象者について、家庭訪間によるア
セスメント、動機付け、適性診断等を実施し、その後、包活的就労支
援事業、あだち著者サポートステーション、公共職業安定所などへの
同行を通して、最終的には就職へ結ぶつける。
(2)18来の確実な就

"の
ため、支援対象者が高等学校、日業訓練

校への進学を希望し、これが支援対象者の自立支援に効果があると発
注者が認めた場合は、進学に向けた支援を行う。
(3)不就労等の背景に精神疾患等があると思われる者について
は、定期通院をはじめとした日常生活自立、社会参加自立に向けた支
援を行う。

特定非営利活動法人青少年目立援助センター
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実施成果と課題

【実施成果】
(1)新 規件数の増加 :昨年度43名から今年度は44名。
(2)訪間件数の安定 :昨年度■208件から,年度は1,026件。
(3)利用者、ケースワーカーとの情報共有件数の安定
:昨年度1.299件 から今年度は1.213件 。

(4)支援対象者数の増加 :昨年度 111件 から今年度は119件
(5)支援終了者数の安定 :先年度36件から今年度は18件
・ 月 1回のスポーツイベントを企画したことにより、同年代との関
り、本部との関わりを増やすことができた。
・他機関との連携の強化に務めた。その結果、対象者の日tl活動先を
増やすことができ社会と関わる時間を増やすことができた。
・あだち若者サポートステーションと密に連携を図った。その結果、
支援の方向性を合わせることができ就労者を出すことができた。

(課題〕
・定書支援・見守り支援が必要なケースにおいて、人員が不足してお
り、支援終了まで時間がかかった。
・関連機関へのリフアー時、人員が不足しており、リフアーするまで
期間が空くことによって対象者のモチベーションが下がることが多
かつた。
・様々な角度で対象者の特性や今後の方向性を検討することが難し
かった。
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特定非営利活動浩人青少年自立援助センター

事業名 部署名 事業内容
実施
日時

従業
者数
受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(11)フ アミ
リーサポートセ
ンター事業等、
男女共同参画社
会促違事業

板橋区
子どもの学
習 。生活支援
事業
まなぶ―す

CI板橋区役所
前教室
(27.6～ )

②西台教室
(295～ )

この事業は、生活因扉
「

~][活
F弄::唇及て

'「

こ乏πう頭 E覇マ扇 =21百面 ア7「
~

の保護者に対して、学習・生活支援事業を実施し、世帯への相談支援
や子どもへの学習支援、居場所支援等を行うことで、高校進学及び卒
業を支援し、就臓や進学等の将来展望の明確|し及び達路選択の幅の拡
大を図ることで、貧困の達鎖を防止・解消することを目的とする。

通年 20名
(内、ア
ル′ヽイ ト
Iま 16名 )

159名
(板橘区役所前
教室 :65人、西
台教
=94人

)

フアミ
リーサ
ポートセ
ンター事
業に含ま
れる.

実施成果と課題

く成果>
●新規登録煮人数と内:R 新規登録者数 :42人名
※R4年度から利用継続78人を3め、のべ159人を支援

●学年別登録者159人の内:R 学習登録140名 、居場所登録19名
※うち、ひとり親世帯は133名
※生活保護世帯と困窮世帯の比率 (人 )は45:114

●進路決定状況
・中学3年生 :23名、全員合格
・高校3年生 :4名 (進学3名、臓業訓練校1名 )
・中学受験1名
海外ルーツの問い合わせが増え、SSWとの連携が蜜となつた。
学び体験や昆虫採集の外部のイベントを実施

く課題>
・臓員不足とポランティアの確保
深刻な人で不足に陥ち9月～ 11月間は新規の受け入れを中止してい
る。新規ポランティアの問い合わせ件数が減つており、定着しすら
かった。

事業名 部署名 事業内容
実施
日暗

従業
者数
受盃対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(11)フ アミ
リーサポートセ
ンター事業等、
男女共同参画社
会促進事業

子ともの健全
育成支援事業
(居場所及び
学習支援)
(八王子市)

不登校経験がある子とも、あるいは家庭環境に何らかの課題があ
り、家に居場所がない子ども等に対して安心・安全な居場所を提供
し、生活習慣等に係る支援と併せて教科学習にとらわれない広義の学
習支援を実施する。
また、この事業を通して一人一人の日立を促進し、貧困の連鎖を防
止することを目的とする事業.「たべ塾」という愛称で、食育にもカ
を入れ、水・本・上の週3回、運営している。

通年 6名 ′ヽ王子市内に在
住する生活保護
受拾世帯および
児童扶贅手当受
給世帯の小学4
年生から高校 1
年生まで く高校
1年生は見守り
のため新規は受
け入れておら
す)

常崎上限20名

フアミ
リーサ
ポートセ
ンター事
業に含ま
れる。

実施成果と課題

コ0す明けもあり新規利用者は変わらないが延べ利用者数は増面
「

~

それに伴い「たべ塾」への通所が学校での登校扱いになるようにして
いく流れを作りたい。生保家庭においては交通費が出る場合がある
が、児童扶養蒙庭への交通費の13出が課題。
また、令和6年度よリアウトリーチ機能が追加され、通所を待つだ
けでは作られなかつた関係性作りを開所日以外でも出来るようになつ
た。定員が埋まつていない状態が続いているので今年度は全ての枠を
埋めたい .
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特定非営利活動法人青少年自立援助センター

事業名 部署名 事業内容 実施
日時

従業

者数

受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(11)フ アミ
リーサポートセ
ンター事業等、
男女共同参画社
会促進事業

福生市
子どもの学習
支援事業
ふっさまな
ぶ―す

この事業は、福生市内の生活医i硬T雇]]i]戻層:[[R:厖iア:「2E百元三蜀ヌ

『

~

習支援、および居場所提供事業として実施。中学三年生については高
校進学を目指し、受験勉強の指導を行い、目的達成を目指す。
また、学校生活が苦手な生徒には、安心できる居場所を提供するこ
とで、社会性が身につくようなカリキュラムを実施している.

通 年 4名 延べ480名 フアミ
リーサ
ポートセ
ンター事
業に2ま
れる.

実施成果と課題

く成果>
毎年7月 に福生市による約700世帯への広報を行ってる。今年度は、
小学生を中心に、前半は学習、後半は居場所機能を提供することで、
参加者の仲間意識の醸成が効果を発揮し、継続的参加につなけること
ができた。施設内は20代以上が多いせいか、子どもたらのはしゃぐ声
に日常と違つた雰囲気に和んていた。
く課題>
福生市も不登校児童生徒が少ない地域てはなく、今年は、特に学校
へ登校はしているものの、学習の進度についてゆけない状態の児童の
受入が中0となつた。得意科目を伸ばす学習方法を取り入れ、飽きな
い程度の時間を学習し、その後は、広い食堂のスベースでグームに興
じるなど、工夫を凝らした対応を行つたいる。が、新しい環境に慣れ
る前に来所することができなくなつてしまうなど、次の段階につなけ
ることが難しかつた。次年度は、創意工夫を凝らしながら、この壁を
乗り越えられるよう支援したい。

事業名 部署名 事業内容
実施
B時

従業
者数
受益対象者範囲
及び人数

支出額
(千円 )

(13)特定非
営利活動を行う
団体に対する情
報提供・助言等
の支援事業

【子とも家庭
庁委託事業】
ことも家庭庁
支援局虐待防
止対策課

子ども家庭庁主催のアウトリーチ (訪間支援)研修に於ける実地研
修の研修生の受け入れ。

通年 3名 研修生定員 3名 本来事業
に含まれ
る。

実施成果と課題

本年度は11月 5日～ 11日の期間で 3名の研修生を受け入れた。実麺
研修として実際の支援現場に同行研修を実施するために、ひきこもり
への基本的な理解に関する座学、インテーク0アウトリーチの0-ル
プレイ等を行つた。
また、集合研修における研修講師を務めた。

事業名 部署名 事業内容
実施
日時

従業
者数
受盃対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

(14)上記
〈5)(13)の
事業の一環とし
て出版事業

【本来事業】
書籍販売

執筆の「わが子のひきこもり待つだけでいいのでしょう
か ?」 は、セミナー・講演会での反響で効果を上げている。今年度の
販売数は17冊
また、 執筆「訪間支援」の販売数は2冊。

通年 ひきこもりを持
つ保護者 .
関係機関向け。

情報提供
事業に含
まれる.

実施成果と課題

書籍販売は、アマツンの通信販売を利用することで、全国の希望者
の手に届け0すくなつている。さらに、書籍の意義をPRしながら販
売促進を進めていく。
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特定非営利活動法人青少年目立援助センター

職葉安定法に基づき、就臓を希望する求臓者と労働者を求める0葉
との仲介を行つて、双方の要求を満たすような就臓の実現を目的とす
る無料臓業紹介サービスを提供。

の

し

無料職業紹介
所

ケ ー

通年 求人者 (企
業)、 求臓薔

業
れ
事
ま
来
２

。

本
に
る
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事業名 部署名 事業内容
実施
日時

従業
者数
受盃対象者範囲
及び人数

支出額
(千円)

実施成果と課題



2023(R5)年 度 (第26期) 活動計算書
2023年6月 1日から2024年5月31日まで

螢症上自 E雌コ法ムL重地⊆自 Iコ盪 虚ンタニ

生活指導施設運営事業
相談事業
社会的事業に関する情報提供事業
グループホーι」田|●餞・ロロ蓄地口支量センター●●
障害者に対する就労支援事業
フアミリーサポートセンター事業
※休日2024/2024年 3月4曰～5月31日分

人件費
給与手当
賞与
法定福利費
福利厚生費

人件費計

(Zl)

(5)
(7)
(9)

経常収益計

Ⅱ経常費用
1事業費
(1)

2管理贅
(1

(2)その他経費
運送費
広告宣伝費
交際費
旅費交通費
通信費
消耗品費
修繕費
水道光熟費
新聞図書費
諸会費
寄付金
支払手数料

662,765
3,570,521
45,593
5,287,667
7,604,167
13642,α 31
1,901,424
la29a(∝Ю
2,567,276
73,890
33,679
2,706,333
215,099
783,747
11,567,245
4Q677,403
1539Ю,267
206,697
8,860,111
12481,436
543420
乙381,922
29,637
9,955

157,542,944

1会費・入会金・寄付収入
会費入会金
年会費
寄付金収入

2事業収益

3000
310,000
1,975,014

52,572112
141,35a310
167,714846
89,412542
107,451,996
111,181,778
8,236,571

364,442,329
18,237,650
48,653,241
8515677
432,188897

(8)

支払保険料
調査研究費
滅価償却費
支払家賃地代
賃借料
租税公課
教育生活指導費
給食費
行事責
業務委託料
外注費
雑費

)人 件費
給料手当
賞与
法定福利費
福利厚生費

(2)その他経費
広告宣伝費
交際費
旅費交通費
通信費

その他経費計
事業費計

27,300,000
4,800,000
4793469
3,909,056
40,802,525

1,244,338
412,574
127,377
1,854,414

人件費計



消耗品費
修繕費
諸会費
支払手数料
支払保険料
調査研究費
減価償却費
質借料
租税公課
業務委託料
雑費

経常費用計
当期経常増減額

Ⅲ経常外収益
受取利忠
雑収入

Ⅳ経常外費用
支払利息
雑損失

税引前当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

285,446
98,480
98,250
795002
2344840
11818
12232304
123,902
4450,700
1,482,2∞

その他経費計
管理費計

経常外収益計

経常外費用計

25“1,695

ⅨИ
53,790

a332523
9234,548

600,υ9り,tと11
241~]31CB

54.694

14,567,071
-6,925904
386,649,072
379,723,168



2023 賞借対照表

里 何 :円
科 目

512,729,1

3558,1

16237,

―(2925,904

2,7171

L望
=璽
墾袈

541.842.281

379.723.168

流動資産                |

三菱UFJ銀行 (グローパルスクール専用) |
多摩僣用金庫              |
多摩信用金庫 (グループホーム専用)   |
多暉僣用金庫 (継続支援B型・移行支援専用)|
多申口用金口 (体眠助威金/2024全目海外ルーツ支饉団体支担)|
多●■月■口L(タロ日口金m威金/全ヨ‖

"ト

ルーツ
'日

田D体OH"菫■) |

多申信用金暉 (福社医彙機構助威金/著者の薔齢音支
"DI西武信用金庫

三井住友銀行
郵便貯金               |
郵便振替口座              |
未収入金 (寮費)            |
立替金 (寮生立替金)          |
前払金 (ガソリン代プリペードカード)  |
仮払金 (雇用保険・支所小□現金

凛動資産計|

固定資産
(1)有形固定資産
建物 (本部施設・第2センター(GH}。 第3センター)

建物付属設備
構築物
車輌運搬具(11台 )
什器備品(寮備品)
土地(本部。第2センター{GH)0第 3センター).

有形固定資産計
(2)無形固定資産
電話加入権
ソフトウエア (法人HPリニューアル)

無形固定資産計
(3)投資その他の資産
敷金(支所質賞敷金)
出資金(西武僣金・ 多摩信)
保証金 (支所賃貸保証金)
保証料
預託金 (車両リサイクル料)

投資その他の資産計
固定資産合計

資産合計

流動負債
短期僣入金
未払金(給与・ 固定資産税)
預り助成金 (休眠2024/実行団体分)
口曼助威金 (1相日2024/2024年 6月 1日 ～2025年3月31日分)

固定負債
長期僣入金
多摩信用金庫(第 3センター建設費)
多摩信用金庫 (運転資金)
日本政策金融公庫 (本部空調設備修繕費)
西武信用金庫 (法メよPリニューアル)

固定負債合計
負債合計

Ⅱ 負質の部

2

流勤負債合計

前期繰越正味財産
当期正味財産増減額

預り金(■員所得税・ 住民税)
未払消費税

Ⅲ 正味財産の部
正味財産

正味財産合計

色個及びr昧財産合計

I 資産の部
1

1

911.5661
581,9981
808,3081
163,2830181
2500,0971
50,3091

lCЮ,370,2511
2,31314211
3,182,7531
46181151
2,5353661
1,553,0001
427,8401
4,459,5641
1,7195251
6.0701
a6291611

259,“ 1,∞ 21

“

|,楽Eお 91
187.0521
931,0851
3,225,3441
192,51■9041

00,αЮ ,αЮ
36,088,307
100,000Ю00
1ユ578,821
203a144
1213Q300

185,412,709
29,000,000
39,102,000
2491,000

224"|
32857081

11,2152331
1,050,000
3,535,6001
337,040
99,850

921.565,449



1 日要な会計方針
計算●類の作成は、

(4)

(6)

NPO法人会計基準によつています。

(1) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当なし

(2) 固定資産の口価償却の方法
建物/定猥法・ 建物付属設備/定率法・構築物/定率法・車両運搬員/定率法・機械装置/定率法 。什器備品/定率法・ 什器備品 (リ ース物件)定額法・保証金及び保証料/定額法

(3) 引当金の計上基準
該当なし

施般の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当なし

消費税等の会計処理
税抜方式



2.事 業別損益の状況
(単位 :円 )

ファミリーサポー
ト事業

合計管理部門
生活指導施設運営
事業

相談事業
社会的自立に関す
る情報提供事業

グループホーム運
営事業

労支援事業
(よ∋・障害者地
域支援センター

科目

313.00C310.000 3αX
11.000 952.814 1.97501473ユ200 276.00C

139.549.730 167.347.87C 41.297.746 00.530.41[ 412.0650110 3.939,247
1.80a58C 36a97 54788.684 11.711,20570.246

67.245112598R'14 530」αX 11,365 47.176,712.184606
107_46,. 680.214.1695Q5〔】3.260 141.35a310 167.714.846 89,412.541 l m371,1630

103.045.720 16276」 591821.758 78.216.641 391.742.32927.300.000
ユ649.450 3489.300 231037.6504800.000 5,910.100 3188,800
17.6●〔ヽ 915 219.142 9.755.090 8.00鍛 5344Q7104.793.469 5。984.219 7.044526

31.242 25a519 25.181 19〔1971 1358[涯 41了647333909.056 207,906
BR663.108 70.785226 1la520g口 )2 73265,119

103474 44.700 0 0 1.α訳 0627650 513536
ЯO.188 15ao19 13466 48148591.24´L338 1.279.538 654829 1.386.481

45816739001 6.502 0 0412574
971.197 33329 901.465 1.457.766 54150略4127.377 1.001.565 922,345

499.0,5 1.004289 9.45&5811.854414 992356 2752017 1.089i02( 00,457
13927527841.111 a42&211 675825 1.358,749 2.007923285446 5200.262

0 782560 40800 a682 1,900。90498.480 1.072.382
441_136 1.084.8269514646 761.890 1.50凱916 1,983186

13479 80.402 54862 20.273 2142.529 25672760 250231
8600 27600 172140g睡12[X〕 13.090 246Ю0

3a67933.679 0 00
372.51C 1.399291 3438 120.919 306.745 31501,335795.002 443,430

17¨ 20.710 02.34Z‖B4C 68.690 108.159
796565171.00〔 26.363 264535 13594 Э00,16511.818

417.415 1.206.581 544.153 23799,54912.232.304 8914132 4ンLSX4
22.572.240 4.514.73, al■4Ⅸ D 46.677.4033652548 8982983

3.201.57C 7.4CE1765 4.000 1.924071 1.830260 15514169123902 961,511
45.400 30500 0 46157.3974.450.~70〔 113D,797

7,7215476 35.008 8.860.111489.464 0 610,163′
ヽ

1.151 1248t4360 12,480,285
0 90.454 19,391 54(14200 438575

8864172766.101 3.667.104 131.817 αントてЮ0 1,353272 929,6281.482,250
9955 0 99550 0

29“ 7 29.6370 0
4.1_558_〔 X〕 1 6.085.970 19.1lBO.695 1944302325.561.695
168、 157.213 22.006.962 92.445,814 10579887166.364.220 107.153.107
-442.367

l 15017.182 14.572292 24.118108

経常収益計
経常費用
(1)

(2)

E

経常費用計
当期繹峰螢壼籠

I 経常収益
1.

2.
3.
4.
5。

-66.364,220 -56,556,84了 47,7186,4

■ビロp順連:I塑 |



3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増滅及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがつて使途が制約されていない正味財産は   円です。

5。 日定資産の増減内訳

6.僣 入金の増滅内訳

内 容 金 額 算定方法

該当なし

当 田 灌 小 額 期 末 残 高 輛彗囚 冒 期 百 残 高

酸 当 な し

取 胃科目

259381,302
187,052
56,48Q489
931,085
3,225,344
192,517,904

272,420
3,285708

11,215233
1,000,000
0

3535600
337,040
99850

28000,000

1,104∝Ю

1,590,000

∞
∞
２

６
Ｑ
９‥

７

３

1,29■440

0

2688211142
218,006
65324,847
1,46〔L743
4、352,343
192,517,904

272,420
3879,672

11,215233
1,050,000
403,336
3535(∝Ю
337,0峰0
90。まЮ

9,439,840
3Э,9C勢
8838358
537,658
1,126,999

593,964

《 )3,336

268,821,142
218(ⅨЮ
38610287
1,4(涎1743
3,2483Ю
192,517,904

272420
2,289672

11,215,233
1,050,000
403,336
3,465ИOO
297,440
99.850

ι3:〕 .とに■3.と史X 1291.44〔 2Q9了1,lC

(1)有形固定資産

口
"籠
(ホロ
"臓

■週籠鑽鞠)

●●付口證● (本部籠ma■ )

車輌運搬員(11台 )
什薔備品口:備品)
土地(本3・

=口
。■3センター)

(2)無影固定資産
電話加入権
ソフトウエア・HP作成姜
(3)投資その他の資産
敷金 (支所賃賞敷金 )
出口金(西8僣金。多申僣)
契約料
保証金
保肛料
旦蟹金_型璽」ユ笙型」と

否 肝

科 目

唇 コ 僣 入 金

8計

三 , 営■1lr_:`:L.1]



7.役 員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

8
その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理■の捜分方法
べき費用はない

上さ計算■類に計
れ,金籠

内役員及び近親百
とめ取弓!科日

該当なし



2023年度 (第26期) 財産目録
2024年5月31日現在

科 目

389,040,422

512729,176

3,558,1

16,237,723

285,836,572

379.723.168

里 何 :H

1 流動資産
現金
三菱UFJ銀行
三菱UFJ銀行 (グローバルスクール専用)
多摩信用金庫
多摩信用金庫 (グループホーム専用)
多摩信用金庫 (饉続支援B型 0移行支援専用)
多中薔用金申 (体E助戌金/2024全国澤外ルーツ支援団体支ヨD

多申□用金庫 (休日預金助成Ω/全国海外ルーツ支援団体研椰支D

多摩信用金庫 (福祉医療機構助成金/む者の高齢者支援)

西武信用金庫
三井住友銀行
郵便貯金
郵便振替□座
未収入金 (寮費)
立替金 (寮生立替金)
前払金 (ガソリン代プリペードカード)
仮払金 (雇用保険・ 支所小□現金)

流動資産計

2固 定資産
(1)有形固定資産
建物 (本部施設・第2センター(α→・第3センター)

建物付属設備
構築物
車輛運搬具(11台)
什器備品 (寮備品)
土地(本部・第2センター(GH)・ 第3センター)

有形固定資産計
(2)無形固定資産
電話加入権
ソフトウエア (法人HPリ ニューアル)

(3)投資その他の資産
敷金(支所賃貸敷金)
出資金(西武信金・多摩信)
保証金 (支所賃貸保証金)
保証料
預託金 (車両リサイク

資産合計

911,566
581

163,283,01

196,37Q251
2,313,421
3,182,753
461811

1

1,71
6,070
3629,161

259,381
56,486,489
187,052
931,085
3225344
192,517,904

11215:233
1,050,000
3535,600
337,040

16578821
2033,1
12,1

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
短期借入金
未払金(給与・ 固定資産税)
預り助成金 (休眠2024/実行団体分
前受助成金 (‖暉2α24/2X4年6月 lB～2025年 3月 31日分)

預り金(職員所得税・ 住民税)
未払消費税

流動負債合計

2固 定負債
長期借入金
多摩信用金庫 (第 3センター建設費)
多摩信用金庫 (運転資金)
日本政策金融公庫 (本部空調設備修繕■)
西武信用金庫 (法人HPリニューフル)

固定負債合計
負債合計

1

185,412,709
29,000,000
39102,000
2,491



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 (常事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は層所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を屁摯した名簿)

特定非営利活動法人青少年自立援助センター

1 確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
口各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

1 理 事

ヨウノヒサタダ 令和5年 6月 1日

令和6年 5月 31日

令和5年6月 1日

令和6年 5月 31日河野 久忠

2 理事

クドウヒメコ 令和5年 6月 1日

令和6年5月 31日

令和5年6月 1日

令和6年5月 31日工藤 姫子

3 理事

タキカワシュウソ
゛
ウ 令和5年6月 1日

令和6年 5月 31日

令和5年6月 1日

令和6年 5月 31日灘り|| 修三

4 理事

t2 z.tv= 令和5年 6月 1日

令和6年 5月 31日

年  月  日

年  月  日夜久 晴子

5 理事

イノウエゲンキ 令和5年 6月 1日

令和6年5月 31日

年  月  日

年 月 日井上 源喜

′
０ 理事

クドウツヨシ 令和5年 6月 1日

令和6年 5月 31日

年 月

月

日

日年工藤 剛

７
１ 理事

クロサワサ トル 令和5年6月 1日

令和6年 5月 31日

年  月  日

年  月  日黒澤 悟

０
０ 理事

マツダトシアキ 令和5年6月 1日

令和6年 5月 31日

年  月  日

年   月   日松田 敏明

9 理事

ヤスタケ トオル 令和5年6月 1日

令和6年 5月 31日

年  月  日

年・ 月   日安武 徹

10 理事

イシダタケミチ

 

令和5年 6月 1日

令和6年5月 31日

年  月  日

年   月   日石田 健倫



書式第 18号 (法第 28条関係 )
事 業 報 告 用

監事

ヤ ク ヒロ ミ 令和5年6月 1日

 
夜久 弘美 令和6年 5月 31日

年

　

年

月
日

　

日
月



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立 口事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

豊豊 !里!園l量|!m型、轟i2:ョ:曇!塑:ュ:塁墨!生:_

氏   名

久保田税理士事務所

久保田 昌章

2 井上 源喜

3 松田 敏明

4 宇田川 克己

5 溝上 一郎

6 吉澤 正仁

7 草川 哲生

8 株式会社 ミライエ

9 荻野 慎二

10 金子 省二

11 荒木 賢一

12 平野 直彦




